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記載例および注意事項

テーシス形式の学位申請論文題名

「根尖性歯周組織炎の臨床症状と根管内偏性嫌気性細菌および酵素活性保有菌に関する研究」

愛知学院大学大学院歯学研究科学位論文集（令和〇年度）に収録予定

基盤論文題名

１　Antimicrobial  effects  of  root  canal  filling  materials
　　　 eq \o\ac(○,共)　Aichi-Gakuin Dental Science.　35：35 - 43, 2022 

参考論文題名

　１　実験的根尖病変の形成に関する病理学的研究

　　　共　日本歯科保存学雑誌 　  64： 1693 - 1708, 2021　

インターネット利用による公表が不可の理由の記載例
学位申請論文中の図●が学術雑誌（日本○○学雑誌  45： 134 - 139, 2022）に掲載され、著作権による制約を受けているため
学位申請論文の図▲を使用した学術論文の投稿を予定しており、不利益が生じるため
個人情報の保護に係わる図（写真）を含むため
記入上の注意

　１．基盤論文とはテーシス形式の学位申請論文の基礎となった原著論文を云う。

　２．論文題名には通し番号を付すこと。

　３．掲載誌名は、掲載誌の正式名称（フルタイトル）を用いる。

　４．共著論文は、掲載誌の前に「共」と記入し、筆頭著者の場合には○で囲むこと。
　５．既に印刷公表したものについては、その方法および年月日を記入すること。

　６．参考論文とは副論文のことであり、主論文以外の共同研究者として掲載された論文で、今回の学位審査上参考となる論文である。
